






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































佐賀平坦地域であることを反映して， B 2 
層でも405g/kgであり，白石平坦地域で採
取した浅海底堆積物よりも低かった。 Ap










































68一一一低刊研究 NO.3附 H 1994 
Kannoら川は，白石平坦地域の浅海底堆積
物の硫黄化合物を分別定量し，硫酸境態
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